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3 章 プンプレック浄水場拡張計画 
 

3.1  案件概要 

1.  背景 

1970 年から続いた内戦状況の下、プノンペン市の水道施設は十分な維持管理が行われず、老

朽化が進み、市内の給水サービスは量･質ともに悪化する一方であった。その後、内戦が終結

し 1991 年のパリ合意を受け、国際的な援助が再開されるなか、我が国は 1993 年に開発調査「プ

ノンペン市上水道整備計画」を実施し、2010 年を目標年次とする市の上水供給機能向上のため

のマスタープランを作成した。カンボジア政府は、このマスタープランに基づいて、我が国を

始めとするドナーの協力を得ながら上水道整備を進めてきた。その結果、1997 年におけるプノ

ンペン市の浄水能力は、内戦終了時の約 2 倍にまで増加し、配水管網も更新された。本件にか

かる基本設計調査が実施された 2000 年には 24 時間の給水サービスが実現し、水道料金もほぼ

100％の徴収を達成していた。 

しかしながら、2000 年当時におけるプノンペン市内の水道普及率は中心区域で約 60％、市

全域では約 32％という低い水準に止まっていた。加えて、プノンペン市の人口は約 5％/年の増

加率で急速に増えていたため、未給水人口が増加する勢いが続いていた。未給水地域の人口の

多くは貧困層であり、彼らは、雨水、湖沼水、浅井戸水を未処理のまま使用したり、民間の水

販売業者から十分に処理されていない不衛生な水を、プノンペン市水道公社 (Phnom Penh 

Water Supply Authority, PPWSA) の水道料金の 6～23 倍の価格で購入することを余儀なくされ

ていた。 

さらに当時の PPWSA の水道水は、浄水場の老朽化による水質改善能力の低下や不適切な浄

水処理管理により世界保健機構（World Health Organization, WHO）の水質基準を満たしておら

ず、また、プノンペン市中心区域における給水圧は 1.0kg/cm2 未満と低く、適切な水圧で給水

されない状況にあった。 

これらの状況を改善すべく、カンボジア政府は本無償案件を我が国に要請した。 

 

2. 計画内容 

(1)  2005 年を目標年次とし、プノンペン市の水道普及人口を増加させるためにプンプレック浄

水場の浄水能力を 100,000m3/日から 150,000m3/日に拡張する。 

(2)  住民への衛生的で安定した水供給のために、既存浄水場を改修し、浄水水質の改善及び給

水圧の適正化を行う。 

 

3. 期待される効果 

(1) 給水人口及び給水普及率の増加 

(2) 給水圧を増加することによる安定した給水サービスの実現 
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4. 裨益効果 

(1) 住民の衛生環境の向上 

(2) 住民の生活環境の改善、貧困緩和 

(3) PPWSA の事業運営の向上 
 
5. 実施機関 

プノンペン市水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority: PPWSA） 

 

6. 協力にかかる実施経緯 

基本設計調査： 平成 12 年 6 月 8 日から平成 13 年 1 月 26 日（2000 年度） 

詳細設計調査： 平成 13 年 1 月 25 日から平成 13 年 6 月 30 日（2001 年度） 

E/N 締結： 平成 13 年 5 月 17 日、供与限度額 25 億 8,000 万円 

着工日： 平成 13 年 10 月 3 日 

竣工日： 平成 15 年 10 月 10 日（2003 年度） 
 
7. 施設・設備の概要 

(1) 取水施設 取水ポンプ（2,200m3/時）の新設 2 台 

取水ポンプ（2,200m3/時）の更新 1 台 

取水塔取水口の改修 4 ヵ所 

取水塔内クレーンの改修 1 基 

取水塔内推移系の改善（超音波式水位計）１台 

(2) 導水施設 

 

導水管（ダクタイル鋳鉄管：直径 1,200mm x 1.5km）の敷設 1 条 

水撃作用防止装置（エアーベッセル）設置 2 基 

付帯設備（弁室・弁類）1 式 

(3) 浄水施設 

 

原水流量計（フロート式）の設置 1 器 

150,000 m3/日分の着水井・急速混和池・分配槽（一体構造）の建設 1 池 

50,000 m3/日分のフロック形成池の建設 8 池 

50,000 m3/日分の薬品沈殿池の建設 4 池 

50,000 m3/日分の急速ろ過池の建設 8 池 

既存薬品沈殿池の改善（整流壁の設置 6 池） 

(4) 薬品施設 

 

薬品棟建設（注入室、薬品倉庫、水質試験室）1 棟 

150,000 m3/日分の薬品注入設備（固形硫酸ばんど、消石灰、塩素）1 式 

塩素ガス中和装置 1 式 

一般水質分析器具 1 式 

(5) 配水池 配水池 5,000 m3 の建設 2 池 
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(6) 配水ポンプ 配水ポンプ（1,050m3/時）の新設 1 台 

配水ポンプ（2,200m3/時）の更新 3 台 

(7) 電気・計装 電気・計装設備の設置 1 式 

(8) 連絡管 場内連絡管（既存設備と新設設備の連絡）の敷設 1 式 

(9) 水質検査 水質検査機器及び試薬 1 式 
 
8. 施工業者 

(1) コンサルタント：株式会社東京設計事務所 

(2) 施工業者：株式会社クボタ建設 
 

3.2 案件の評価 

1. 案件の妥当性 

(1) カンボジア政府の政策との整合性 

本件はプノンペン市における浄水場の処理量の増加及び既存浄水場の処理水の水質改善に

より、より多くの住民に安全な水を安定して供給することを目的としている。この目的は、カ

ンボジア政府が第一次社会経済開発計画 1996-2000 (Social Economic Development Plan I)に掲げ

たプノンペン市水道事業の長期目標である「PPWSA が財政的に独立した組織となり、WHO の

飲料水基準を満たす水を市民に支払可能な価格で供給する」、「プノンペン市中心区域に居住す

る 640,000 人の市民の飲用に適する水を供給するための既存水道システムを改修する」及び「プ

ノンペン市域全人口 916,000 人のため、水供給能力を 220,000m3/日に増加させる」に合致する

ものであった。 

 

(2) 我が国の援助方針との整合性、及び他ドナーの支援との協調 

1991 年の和平合意後、我が国は復興開発支援の一環として他ドナーに先駆けて 1993 年に開

発調査「プノンペン市上水道整備計画」を実施した。この調査では 2010 年を目標年次とした

プノンペン市中心区域を対象に上水給水マスタープランが策定され、また、喫緊に実施すべき

事業が緊急改修計画として取り纏められた。本無償案件で実施したプンプレック浄水場の拡張

は、同マスタープランにおいて第 2 次緊急改修計画として提案されたものである。 

プノンペン市の水道事業は我が国の協力によって策定されたマスタープランに基づいて、日

本を始めとするドナー国や援助機関の支援によって復興が進められてきた。PPWSA のオーナ

ーシップは強く、ドナー国や援助機関からの支援が重複しないように協議、調整しつつ、水道

事業を展開している。我が国、及び他ドナーの主な援助は以下のとおりである。 

 
我が国の援助  
1993 JICA による開発調査「プノンペン市上水道整備計画」（水道事業マスタープランの策

定） 
1993-1994 無償資金協力による「プノンペン市上水道整備計画」（プンプレック浄水場の改修、

配水池の新設、配水ポンプ及び高架水槽の改修、供与額 27.51 億円） 
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1997-1999 無償資金協力による「第 2 次プノンペン市上水道整備計画」（プノンペン市の 2 つの

地区における配水管網の整備（67km）、水道メーターの設置、供与額 21.54 億円） 
1998-2000 JICA による第三国専門家 2 名（水質分析・管理：浄水プロセス管理、水中微生物分

析） 
1999-2000 JICA による短期専門家 3 名（上水道施設維持管理：配水システム、機械設備、電気

設備） 
2001-2003 無償資金協力による「プンプレック浄水場拡張計画」（本評価対象案件、供与額 25.8

億円） 
2003-2006 JICA による「水道事業人材育成プロジェクト」（PPWSA、鉱工業エネルギー省水道

部、地方水道事業体職員への技術移転を通じた水道事業の運営能力改善） 
2004-2006 JICA による開発調査「プノンペン市上水道整備計画」フェーズ 2（水道事業マスター

プランの策定） 
  
他ドナーの援助  
1993-1994 フランスからの無償によるチャンカーモン浄水場ろ過池改修（供与額 US$3,260,000） 
1993-1996 フランスからの無償及び PPWSA 自己資金による配水管整備 (55km、供与額

US$4,907,000) 
1996-1997 フランスからの無償及び PPWSA 自己資金によるチャンカーモン浄水場拡張･改修

（10,000 m3/日、供与額 US$5,300,000） 
1997-1999 ADB 、世銀のローン、及び自己資金による配水管整備（ 60km 、供与額

US$2,270,000） 
1999-2001 ADB のローンによる市内の送水本管の整備（16km、供与額 US$12,200,000） 
1999-1999 世銀のローン及び PPWSA の自己資金による配水管整備（ 97km、供与額

US$2,820,000） 
2000-2001 世銀チュルイチャンワール浄水場新設 65,000 m3/日 
2000-2002 ADB 市内送水管システム新設 
2000-2001 ADB、世銀市街部配水管網更新 
2000-2005 ADB、世銀、フランス市街近郊部配水管網整備 
2003-2006 AFD による The extension of Phnom Penh Suburb Water Supply System（給水塔の建

設、施術協力、省エネルギーに関する調査及び関連機材の供与） 
2003-2007 世銀による Provincial & Peri-Urban Water and Sanitation Project（ローンによる給水塔

建設、配水パイプの設置、技術アドバイザーの派遣、及びグラントによる契約世帯へ

の接続） 
 

(3) 現地のニーズ 

前述のとおり、2000 年当時の急激な人口増加に伴い、未給水人口は増加の一途を辿っていた。

未給水地域の市民の多くを占めていた貧困層は、雨水、湖沼水、浅井戸水等を未処理のまま使

用するか、不衛生な水を法外な価格で買わざるを得ない状況に置かれていたため、給水サービ

ス地域の拡大は急務であった。 

また、浄水場の老朽化による処理水質の低下や不適切な浄水処理方法により、当時の PPWSA

の水道水は WHO の水質基準を満たしておらず、さらにプノンペン市中心区域における給水圧

は 1.0kg/cm2 未満と低く、適切な水圧で安定給水できない状況にあった。このように、給水サ

ービスの質の向上も喫緊の課題であった。 
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2. 施設／機材の適切性・効率性 

本無償案件の実施によって、プンプレック浄水場の浄水能力は 50,000m3/日増加し、合計で

150,000m3/日の浄水が可能となった。評価対象年次である 2005 年における浄水量及び稼働率の

実績は下表のとおりである。 

 
表 3.2.1 2005 年におけるプンプレック浄水場の浄水量実績と稼働率 

月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月   

浄水能力(ｍ³/月) 4,650,000 4,200,000 4,650,000 4,500,000 4,650,000 4,500,000   

浄水量  (ｍ³/月) 3,731,060 3,311,860 3,825,640 3,655,127 4,018,300 4,050,950   

稼働率  (%) 80.24% 78.85% 82.27% 81.23% 86.42% 90.02%   

         

月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月     

浄水能力(ｍ³/月) 4,650,000 4,650,000 4,500,000 4,650,000 4,500,000 4,650,000 54,750,000 （合計） 

浄水量  (ｍ³/月) 4,395,470 4,481,750 4,340,950 4,129,457 4,114,218 4,307,736 48,362,518 （合計） 

稼働率  (%) 94.53% 96.38% 96.47% 88.81% 91.43% 92.64% 88.33% （平均） 
 
出典：KRI 作成、データは PPWSA より入手 

 

2005 年の平均稼働率は 88.33％と高く、施設及び機材は十分に活用されている。また、本施

設は年間を通じて 24 時間稼動をしている。本評価調査を実施した 2007 年におけるピーク時稼

働率は 118％と算出された
1
。 

 

ピーク時の浄水処理量 7,400m3/時 

施設の浄水能力 6,250m3/時（浄水能力 150,000m3/日から算出、150,000/24=6,250） 

稼働率 約 118％（7400/6250=1.184）。 

 

我が国の場合、浄水施設の稼動について、25％程の安全率を勘案し、稼働率の上限を約 75％

としている
2
。これと比較すると、プンプレック浄水場の稼働率は非常に高いと言える。 

プノンペン市にはプンプレック浄水場の他に 2 つの浄水場があり、表 3.2.2 に示すような浄

水能力を有している。プンプレック浄水場は、日々の水需要に合わせて他の２つの浄水場の運

転状況に指示を出し、PPWSA 全体の水供給をコントロールする役割を担っている。プンプレ

ック浄水場は 3つの中で最も浄水処理能力が高く、また浄水処理コストも最も低いことから（表

3.2.3）、他の 2 つより高い稼働率で運転されており、一日に必要な給水量の 4 分の 3 がプンプ

レック浄水場で処理されている（表 3.2.4）。 

施設の適切性について、上記の高い稼働率から見ても、より高い浄水能力を持った施設設計

が望ましかったと思われるが、この状況の背景には、プノンペン市の人口増加率が予想をはる

かに超えて大きかったことが挙げられる。 

                                                      
1  取水ポンプは規定の水量よりも実際はかなり多くの水を処理することができるため（5 台ある取水ポンプのうち、1 台を

稼動させれば 50000t の取水ができるが、実際は 3～４台を稼動させている）、118％の稼動というのは、施設が過負担で

稼動しているのではない。 
2  例えば、埼玉県所沢市水道部のデータを見ると、過去 9 年間で最も高い稼働率の年度で 75.12%、最も低い稼働率の年度

で 69.34%である 
 （埼玉県所沢市水道部ホームページ http://www.tokorozawa-city-waterworks.com/shisu-ichiran.htm より引用） 
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PPWSA は 2007 年及び 2008 年の需要に対応するための水供給量の不足を想定し、チュルイ

チャンワール浄水場の浄水能力を 65,000 m3 拡張することに 2006 年から着手しており、2008

年中に完成する予定である。また、2010 年頃には新たにニロット浄水場の完成も控えているこ

とから、プンプレック浄水場の高い稼動率が近い将来解消されることが期待される。 

 
表 3.2.2 プノンペンにおける浄水施設の能力 （単位：m3/日） 

浄水場 2004 年 2005 年 2006 年 2008 年 

プンプレック 150,000 150,000 150,000 150,000 

チャンカーモン 20,000 20,000 20,000 20,000 

チュルイチャンワール 65,000 65,000 65,000 130,000 

合計 235,000 235,000 235,000 300,000 

 
出典：PPWSA, “Business Plan for 2005-2009” 

 
表 3.2.3 PPWSA の各浄水場の単価 （単位：Riel/m3） 

浄水場 プンプレック チャンカーモン チュルイチャンワール 
浄水単価 196.43 314.48 203.07 

出典：PPWSA より入手データで KRI 作成 

 
表 3.2.4 各浄水場における浄水量（m³）と全体に占める割合 

  2005 年 2006 年 
浄水場 浄水量 (m³) 全体に占める割合 浄水量 (m³) 全体に占める割合 

プンプレック 48,362,518 78% 51,596,268 73% 
チャンカーモン 3,087,693 5% 3,511,532 5% 
チュルイチャンワール 10,390,409 17% 15,515,404 22% 
合計 61,840,620 100% 70,623,204 100% 

出典：KRI 作成、データは“PPWSA Annual Report 2006”より入手 

 

 

3. 効果の発現状況（有効性） 

(1) 給水人口及び水道普及率の増加 

本案件の期待効果である給水人口及び給水普及率の増加は、表 3.2.5 及び表 3.2.6 に示すよう

に、基本設計調査時の予測を上回る成果を上げている。また、本案件は貧困層の給水状況の改

善も目標としている。これについては、本案件実施によって給水サービスの量的な拡大が達成

されており、また、その後も PPWSA は世銀及びパリ市の支援の下、サービス開始時に必要な

接続手数料支払いのための補助金を貧困層に提供し、彼らが給水サービスを享受できるように

支援している。さらに、使用量によって課金される水道使用料金についても、PPWSA の職員

組合が貧困層支援に係る基金を設立し職員から寄付金を募り、貧困層の使用料金支払を援助し

ている。 

 



無償資金協力におけるプロジェクト・レベル事後評価調査 カンボジア 

プンプレック浄水場拡張計画 

 

 

3-7 

表 3.2.5 プンプレック浄水場の給水能力とその給水地域に関するデータ 

 2000 年（ベースライン） 2005 年 （計画時の予測） 2005 年（実際） 
浄水能力(m3/日) 100,000 150,000 150,000 
給水地域の総人口(人) 492,000 545,000 696,439 
給水人口(人) 332,000 545,000 696,439 
給水普及率(%) 60 100 100 

出典：KRI 作成、ベースライン及び計画時予測の値は基本設計調査報告書より、実際の値は PPWSA より入手 

 
表 3.2.6 PPWSA の契約栓数の推移 

年 2000 2001 2002 2003 2004 

契約栓数 65,875 74,945 88,571 105,777 121,200 
出典：PPWSA, “Business Plan for 2005-2009” 

 

(2) 給水圧の向上 

給水圧は、計画した値がほぼ達成された（表 3.2.7）。PPWSA が適正な水圧で水供給をするこ

とにより、住民が自ら貯水槽やポンプを設置する必要はなくなったものの、断水対策のため、

いまだに貯水槽を継続使用している人が少なくない。水質の点からも、貯水槽給水から直接給

水に切り替えることが望ましいが、サービス使用者の意識を変えるにはしばらく時間がかかる

ようである。 

 
表 3.2.７ PPWSA の給水サービスの給水圧の変化 

 2000（ベースライン） 2005 （計画時の予測） 2005（実際） 
給水圧（Kg/cm2） 0 ～ 1.0 2.5 ～ 3.0 2.97 

出典：KRI 作成、ベースライン及び予測の値は B/D より、実際の値は PPWSA より入手 

 

 

4. インパクト（上位目標への影響等） 

(1) 住民の衛生環境の向上 

本件の上位目標は住民の生活水準の向上と衛生状況の改善である。しかし、実施機関である

PPWSA は保健衛生に関する指標をモニタリングしていない。 

不衛生な水に起因する疾病としては、汚染された水を摂取することによって生じるコレラ、

腸チフス、パラチフス、A 型及び E 型肝炎、赤痢、ランブル鞭毛虫症、寄生虫等の感染による

下痢がある。また、個人の不十分な衛生と汚染された水に皮膚や目が接触することによって生

じる疾病として、疥癬、皮癬、結膜炎、発疹チフス、トラコーマがあげられる。これら水系疾

病の一例として下痢について見てみると、プノンペンにおける 5 歳以下の子供の下痢にかかっ

ている割合は、2000 年から 2005 年で 24.4％から 18.4%と 6％減少している。 

 
表 3.2.8 プノンペンにおける調査対象とした５歳以下の子供全体数において、調査実施時から過去 2 週間において

下痢を発症していた子供の割合 

 2000（案件実施前） 2005（案件実施後） 
下痢を発症した子供の割合(%) 24.4 18.4 

出典：Cambodia Demographic and Health Survey 

 

また、カンボジアにおける乳児死亡率及び 5 歳未満時死亡率を 2000 年と 2005 年で比較して
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みると、1000 人の出生あたりの死亡児数が乳児で 29 人、5 歳未満児で 41.4 人減少している。

これら指標の改善に、PPWSA が衛生的かつ飲料可能な水を 24 時間供給していることが貢献し

ていることが推測される。これら指標の改善状況から、本案件による給水サービスの拡大と質

の改善がプノンペン市の住民の衛生環境に正のインパクトを及ぼしたと言えるだろう。 
 

表 3.2.9 カンボジアにおける保健衛生指標の変化 

 2000（案件実施前） 2005（案件実施後） 
乳児死亡率（出生千対） 95 66 
5 歳未満児死亡率（出生千対） 124.4 83 

出典：Cambodia Demographic and Health Survey 

 

(2) 住民の生活の改善、貧困緩和 

PPWSA の給水サービスが利用可能になる前までは、貧困層の住民は生活に必要な水を雨水、

湖沼水、浅井戸水から得るか、業者から購入するかのいずれかを余儀なくされていた。このよ

うな手段によって得る水は処理が不十分なため不衛生であり、また、水の購入価格は PPWSA

の水道料金の 6～23 倍と高額で、貧困層の住民には大きな負担となっていた。 

これら未給水地域の住民が給水サービスを利用することによる経済的な便益は、業者から水

を購入した場合との比較において、年間 75US ドル分の節約に相当するという結果が示されて

いる
3
。これより、本案件は貧困層住民の水使用に係る経済的な負担を低減することに貢献して

いると評価される。 

また、衛生的で飲用可能な PPWSA の水を利用できるようになったことは、先述したように、

乳幼児や 5 歳未満児の健康状態改善に寄与していると評価され、ひいては給水サービスを受け

ている成人も含めた住民の衛生及び健康状態の改善に役立っているものと推察できる。不衛生

な水に起因する疾病が減少すると、そのために支出していた医療費の節約につながり、結果的

に貧困層の生活水準改善にも寄与するものと考えられる。 

加えて、それまで水汲み労働を余儀なくされていた女性や子供は、給水サービスの利用によ

って、それをする必要から解放され、家事・育児時間や学習時間の増加という点で、彼らの生

活改善が図られたと考えることも出来よう。 

 

(3) PPWSA の事業運営の向上 

プンプレック浄水場はプノンペンにある浄水場の中で最も規模が大きく、また、浄水にかか

るコストも一番低い。そのため、本案件の実施によりプンプレック浄水場の浄水処理能力が増

大したことが、他の２つの浄水施設の処理量を低く抑えることを可能にしている。結果として

PPWSA 全体の浄水単価を低く抑えることができ、本案件は PPWSA の水道料金を妥当なレベ

ルに保つことに貢献していると言える。 

下表のとおり、2000 年から 2005 年の間に、水道料金に占める必要経費率は 36％から 22％へ

と 14 ポイント減少した。有効水量のうち料金徴収の対象とならなかった無収水の割合は、水

                                                      
3  PPWSA の試算による。 
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道事業の効率性を示す代表的な指標であるが、その割合は、35％から 16％
4
へと半分以下に改

善した。一般に、途上国の水道事業における無収水率が、30％から 50％という水準にあるなか

で、PPWSA の無収水率は、計画時の目標値 20％を下回り、極めて良好な水準にあると評価で

きる。さらに、契約 1000 栓あたりの職員数も 6 人から 3 人と半分に減っており、PPWSA の事

業運営効率は、全体的に向上したことがわかる。 

 
表 3.2.10 PPWSA の事業運営に関するデータ 

 2000 年（ベースライン） 2005 年（実際） 
水道料金に占める必要経費率（%） 36 22 
無収水率（%） 35.47 16 
契約 1000 栓あたりの職員数（人） 6 3 

出典：KRI 作成、ベースライン及び予測の値は B/D より、実際の値は PPWSA より入手 

 

(4) 負のインパクト 

本案件実施による環境への影響について、基本設計調査において、トンレサップ川からの取

水量の増大、及び浄水場排水と汚泥のトンレサップ川への放流、プノンペン市における下水量

の増大が検討された。前二者については負の影響なし、下水量の増大については将来的に適切

な措置が必要になるという結果が報告されている。これに関し、今般 PPWSA に確認したとこ

ろ、特に悪い影響はでていないとのことであった。 

 

 

5. 自立発展性・さらなる改善の余地 

(1) 施設の運転、保守にかかる組織体制 

施設の運転・保守及び供給水の水質検査は規則に基づいて適切に実施されている。具体的に

は、PPWSA は Standard Operating Procedure (SOP)という、ある業務を誰が実施しても適切かつ

均質に遂行できるように基本的な業務手順を体系的にまとめた手順書を整備し、様々な業務に

活用している。この SOP の整備と業務への活用には、JICA による「水道事業人材育成プロジ

ェクト」が大きく貢献している。 

機材の整備、点検やスペアパーツの調達等もすべて SOP に基づいて行われており、例えば機

材の整備、点検については、日、週、月、年毎にチェックすべき項目が明確に規定され、それ

ぞれチェックシートに記録、報告することになっている。この手続きを適切に実施するスタッ

フにはインセンティブが与えられ、適切に実施できなかった場合にはペナルティーが科せられ

るとのことである。また、年次の整備計画書やスペアパーツの調達計画書等もしかるべく作成

されていた。浄水場内にあるラボラトリーでは水質管理を常時実施しており、加えて、市内の

30 ヶ所の水道栓からサンプルを取り、水質検査を週に 3 回実施している。 

プンプレック浄水場の運転・保守は、29 名のスタッフによって行われており、この体制は基

本設計調査で提案している 37 人体制よりも少ない。プンプレック浄水場は、プノンペン市に

ある他の２つの浄水場を統括する位置づけになっており、需要と供給のバランスを見ながら他

                                                      
4 無収水率は、日本では通常 10％以下であるが、完全になくすことはできず、この程度の値は許容範囲と考えられている。 
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の２つの浄水場の運転状況に指示を出す役目を担っている。しかし、プンプレック浄水場の中

央監視盤がある部屋に配置されているスタッフは 1 名のみであった。JICA 専門家によると、

日本であれば同様の施設に 3 名は配置するとのことで、前述した高い稼働率は人為ミスを誘発

する可能性も高いため、スタッフの拡充が望まれるとの意見があった。 

 

         

 

ラボラトリーでの水質検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査の記録 

 

中央監視盤施設 

 

施設の運転管理計画書の一部 

 

(2) スタッフの能力 

前述の JICA 技術協力プロジェクトでトレーニングシステムが立ち上げられ、職員のトレー

ニングは毎年実施されている。職員にはジョブローテーションはなく、同じ部署で業務をする

ことになっている。毎年多くの研修コースが職員に対して実施されており、それぞれの部署で

必要な専門性を高めるような仕組みが出来上がっている。また、PPWSA は今年から職員の能

力考課のために、職員に対してテストを実施しており、それぞれの職務に必要な一般及び専門

に関する知識、SOP に関する理解度等を測定している。このテストの結果がよい職員は昇進さ

せ、また、3 年連続して不合格となった場合は警備員等の職務に異動させるとのことであった

が、これまで 2 回のテストを実施し、98%の職員が合格したとのことである。このことから、

職員達が業務に必要な知識をよく習得していることがうかがえる。 

水質検査のラボラトリーには、5 名のスタッフがおり、生物学及び化学を専門に修得した職

員も 1 名ずつ配置されている。ラボラトリーのスタッフは JICA による日本での研修コースで
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水質モニタリングや水中微生物分析等々を学んでおり、本案件で供与した機材を使って水質管

理に取り組んでいる。ラボラトリースタッフの数が多く、設備が充実しているプンプレック浄

水場のラボラトリーが他の浄水場のラボラトリーを統括している。 

 

(3) 財政面 

以下のグラフのとおり、施設の保守・修理、及び機材の修理にかかる経費は PPWSA の支出

の中に組み込まれており、十分に手当てされている。また、研修や R&D にかかる費用も確保

されており、PPWSA は水道事業の自立的な経営ができていると言えるだろう。 

 
図 3.2.１ ＰＰＷＳＡの経費内訳 

電気
45%

事務・管理
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研修
3% 給与

14%

R&D等施設運転以外
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浄水用原料
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機械修理
2%

ボーナス
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福利厚生
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修理・保守
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事務・管理
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R&D等施設運転以外

修理・保守

福利厚生

ボーナス
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浄水用原料

領収書印刷

電気

 

 

以上のように、PPWSA では施設の運転及び保守にかかる組織・業務体制やそれを支える財

政面が適切に管理されている。職員への聞き取り調査では、PPWSA の個々の職員が組織の理

念を共有し、カンボジア国民のために働いているという誇りを持って職務に誠実に取り組んで

いることが確認された。この職員の高い意識の背景には、Director General である Mr. Ek Song 

Chan の水道事業に対する高い理念と強いリーダーシップの影響があることが推察された。彼

の下に、意識の高い有能な人材が集まっており、PPWSA によるプンプレック浄水場の運転、

保守は十分な自立発展性をもって実施されている。 

 

 

6. 広報効果（ビジビリティー） 

PPWSA のパンフレットにはプンプレック浄水場が日本の無償資金協力で建設されたことが

明記されている。 

また、PPWSA の水道事業は成功事例として注目されており、カンボジア内外のマスコミか

ら取材を受けることがあるとのことである。 

さらに、PPWSA の Director General である Mr. Ek Song Chan は海外で講演する機会も少なく

なく、その際には必ず日本の PPWSA への支援が言及されている。 

本案件への日本の協力に関する給水サービス利用者の認知度について PPWSA の幹部に尋ね

たところ、よく認知されているとの回答があった。本評価調査中に、任意で選んだ 30 人の
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PPWSA の顧客に実施した聞き取り調査の結果では、30 人中 9 人（30％）が、プンプレック浄

水場が日本からの無償資金協力によって建設されたことを知っていたと回答した。これは

PPWSA 幹部の認識よりも低い結果であり、案件実施後の広報活動があまりなされていないこ

とが一因と考えられる。 

 

プンプレック浄水場の竣工式に配布されたパンプレット： 我が国の 10 年に及ぶ水道事業への協力が紹介されている 

    

 
図 3.2.2 日本の無償資金協力に関する認識 

知っている
9人
30%

知らない
21人
70%

知っている

知らない

 
 

 

7. 被援助国による評価等 

(1) 実施機関である PPWSA の評価 

PPWSA の運転・保守担当部長からは、無償資金協力プロジェクトにおいては、施設の建設

や機材の設置だけでなく、実施機関が施設の運営及び保守を適切にできる能力をつけること、

また、オーナーシップを高めることが重要であるとの指摘がされた。上記のように PPWSA の

自立発展性は非常に高く、彼へのインタビューからは、PPWSA の事業運営力やオーナーシッ

プの高さへの自負がうかがえた。 

同じく PPWSA の計画・技術部長からは、本案件は清潔で安全な給水サービスを住民に提供

することにより、水因性の疾患が減り、その結果医療費が減るため、住民の貧困削減に貢献し

ているとの意見があった。また、施設の運転に関する効率性が、他ドナーの支援による浄水場

と比較してよいとの評価があった。一方、施設の設計に関しては浄水能力が現在の 2 倍くらい

欲しかったとの意見も聞かれたが、プノンペン市の給水需要の増加は予想をはるかに上回るも

のであったため、このような状況を 2000 年の本案件計画時には誰も予想できなかっただろう
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との見解が示された。 

 

(2) PPWSA の顧客の評価 

本評価調査中に、任意で選んだ 30 人の PPWSA の顧客に実施した聞き取り調査の結果は次の

とおりである。 

PPWSA のサービスに対する満足度に関しては、満足していると答えた人が 14 人、とても満

足していると答えた人が 5 人と合計 63％の人がよい評価を示した。 

水道料金に関しては、安いと答えた人が 2 人、普通と答えた人が 18 人で合計 67%となり、

高い及びとても高いと答えた人の合計 33%を 2 倍以上、上回った。この結果から、サービス使

用者にとって、水道料金が適正な範囲で設定されていることが推測できる。 

 
図 3.2.3 PPWSA のｻｰﾋﾞｽに対する満足度 
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図 3.2.4 PPWSA の水道料金に対する利用者の見解 
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8. 教訓と提言 

我が国はプノンペン市の上水道整備にかかる支援を内戦終結後間もない 1993年から開始し、

まず、マスタープランの策定によって当該セクター開発のための長期戦略と計画を明確にした

上で、それに基づいた継続的な協力をしてきた。具体的には 1993 年から無償資金協力の第一

フェーズとして、プンプレック浄水場の改修、配水池の新設、配水ポンプ及び高架水槽の改修

を、その後、1997 年から第二フェーズとして、市内 2 ヶ所における配水管網の整備と水道メー
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ターの設置を実施し、本案件は第三フェーズに位置づけられるものである。この間、他ドナー

との協調により、世銀、ADB、フランス等の配水網整備や浄水能力拡大にかかる支援も進み、

我が国の支援の成果が確実にプノンペン市民への給水サービスのエリアの拡大と質の向上に

貢献してきている。このように長期的、かつ他ドナーとの連携による包括的な協力により大き

な効果の発現を得たことは他の案件への参考となるだろう。 

我が国は本分野の協力において、無償資金協力のみならず、前述の開発調査や、技術協力プ

ロジェクトによる実施機関の能力強化、日本人専門家や第三国専門家による技術移転、日本で

の研修や青年海外協力隊との連携等を実施してきた。様々なスキームを組み合わせることによ

って、水道事業に必要な戦略、経営、組織体制、専門技術などへの多面的な支援をしたことが

相乗効果を上げたと言うことができるだろう。 

先に指摘したように、PPWSA のスタッフの意識の高さには、高い理想を持ったリーダーの

強い指導力が大きく影響していると考えられる。このような組織を実施機関として選定したこ

とが、結果として高いオーナーシップと確実な自立発展性の確保に繋がっている。よって、無

償資金協力の案件検討時においては、案件実施後の実施機関による事業運営能力の評価を適切

に実施することが案件の長期的な成功にとって重要であろう。 

本案件によって建設された施設は浄水能力という点では高い効率性を有しているが、維持管

理という点から見ると改善点が少なからずあるとの指摘が水道分野のプロジェクトに携わる

JICA 専門家より寄せられている。今後の類似案件への提言としては、施設の設計審査の際に、

水道施設の維持管理の経験を持つ専門家の意見を聞く機会を設けることが有効と考えられる。 
 




